
2006年/H18 2007年/H19 2008年/H20 2009年/H21
80名/6名 80名/2名 79名/1名 81名/2名

81名/333名 80名/413名 83名/496名 81名/577名
教養選択科目の科目群を「人間の理解」「地
域社会の理解」「世界の理解の三要素から、
「体験型プログラム」を新たに加えた四要素と
し、科目の分類や必要単位数を合わせて変更
した。
教養科目の授業時間数の見直しがなされた。
(これは、18年度に決定し19年度から実施、適
用は18年度入学生から）
シラバスを両面印刷にして軽量化した。
領域別実習の基本方針、卒業研究の目的目
標を教務委員会で策定した。

実習倫理検討グループを設置し、本学の実習
倫理の指針を作成した。

実習倫理演習が開始された。 専門科目に看護学統合演習を新設した。それ
に伴い、卒業要件が125単位から126単位へと
変更された。

学生自治

「満笑～スマイル～」をテーマに第7回大学祭
が行われた。

「＠ホーム」をテーマに第6回大学祭が行われ
た。

「Twinkle Pocket」をテーマに第7回大学祭が
行われた。

これまでの大学祭を見直し、学生の日頃の学
習や課外活動を発表し、学内交流を深めるこ
とを目的とした第10回大学祭を行った。

サークル
活動

合気道　　デリキッチン（料理）
りとる歌部（ｱｶﾍﾟﾗ）　　FLAP（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）
岐看ｽｶﾊﾟﾗﾀﾞｲｽｵｰｹｽﾄﾗ（軽音楽）
ピア（ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）　　軽音（軽音楽）
みつまジャパン（ｽﾎﾟｰﾂ）
バンビ（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）　　ユタカノキ（体験）
Red Hearts＋（献血活動）

合気道　　デリキッチン（料理）
りとる歌部（ｱｶﾍﾟﾗ）　　FLAP（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）
岐看ｽｶﾊﾟﾗﾀﾞｲｽｵｰｹｽﾄﾗ（軽音楽）
ピア（ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）　　ユタカノキ（体験）
みつまジャパン（ｽﾎﾟｰﾂ）
JASS（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）　　Tenez!（テニス）
バンビ（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）　　軽音（軽音楽）

合気道　　デリキッチン（料理）
Tenez!（テニス）　　JASS（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
りとる歌部（ｱｶﾍﾟﾗ）　FLAP（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）
岐看ｽｶﾊﾟﾗﾀﾞｲｽｵｰｹｽﾄﾗ（軽音楽）
ピア（ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）　　軽音（軽音楽）
みつまジャパン（ｽﾎﾟｰﾂ）

合気道　　YAYACHI（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
りとる歌部（ｱｶﾍﾟﾗ）　　FLAP（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）
ピア（ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）　　軽音（軽音楽）

キャンパスハラスメント防止対策委員会が発
足した。

保健師 81名(100％） 78名（97.5％） 80名（100％） 76名（93.8％）

助産師 6名（100％） 6名(100％） 5名（100％） 5名（83.3％）

看護師 72名（97.3％） 72名（97.3％） 83名（100％） 80名（100％）

職種 看護師 56名 59名 56名 62名

助産師 6名 6名 5名 6名

保健師 10名 8名 14名 5名

養護教諭 6名 4名 7名 5名

進学・他 3名 3名 1名 3名

就業地 県内 44名 41名 34名 46名

県外 37名 39名 49名 32名

博士課程開設
前期課程（長期在学コース）

修了生

初めての後期課程修了生の誕生
専門看護師コース開始

専門看護師コース認可

13名 12名 11名

10名/11名 10名/21名 11名/32名 10名/42名

3名 2名 2名

3名 1名／4名

4月1日付で（財）大学基準協会の正会員への
加盟・登録が承認された。
法人化問題検討部会を設置し、法人化に対す
る本学の見解をまとめた。

法人化移行対策部会を設置した。 公立大学法人移行対策部会を設置した。
県に法人化推進室が設置された。県の推進室
職員と大学教職員とによる「企画」「人事・給
与」「財務会計」の３つのワーキンググループ
による具体的業務の検討を開始した。

共同研究課題数 22 28 33 25

共同研究者数 143 192 190

地域における訪問看護ステーションの活動を
充実・発展させるために（H21－継続)
本学新卒期卒業者への就業・看護生涯学習
支援(H21－継続）

海外交流
及び

情報収集
継続 継続

大学院における専門看護師教育プログラムに
関する現状と課題/大韓民国

68,322 72,135 76, 871 79,560

助産師の専門性を高める研修プログラムの開発(H20－継続）

図書館蔵書冊数

大学全体の取り組み

学生生活支援

看護実践研
究指導事業
テーマ

国家試
験合格
者数
（合格

就職状
況

前期課程
前期課程

教員の
研究活
動

大学院看護学研究科

入学生/編入学生

本学卒業者の職場定着と看護実践研究の支援(H18－20）

卒業生/累計数

看護学部教育活動の
変遷

学生生
活

後期課程

後期課程
修了生／累計数


